
 

危険物取扱者保安講習（オンライン型）のおすすめ  

 

 危険物取扱者保安講習にはオンラインでの受講方法があります。これまで 1,800 名を超える方が受講

され、「意外と簡単」「とても便利」などの声が寄せられています。 

 便利、簡単、効率的なおすすめの新しい講習形態です。是非、オンライン講習をご活用ください。 

 

 

 

 

  〇 危険物取扱者保安講習の実施方法として、オンラインにより実施されるものです。 

新型コロナ感染防止やデジタル化推進を図り受講機会の充実強化を目指し実施しています。 

  〇 特定の日時に会場へ出向くのではなく、インターネットを通して、受講者が都合の良い日時に 

パソコン、タブレット等で講習動画を視聴する実施方法です。（リアルタイム配信ではありません） 

  〇 講習動画を視聴する中で、簡単なテスト（択一式）があり、動画をきちんと視聴しているかどう 

   かが確認されます。修了すると受講証明書の印刷が可能となります。 

 

 

 

 

  〇 機器やネット回線、ソフトウェアが、一定の条件「推奨環境」を満たす必要があります。 

    ⇒ 次のページにて推奨環境を案内  http://www.netlearning.co.jp/about/index.html 

〇 受講される方には、マニュアルに従って、受講のための簡単な操作（受講者情報の登録、コース 

 選択、動画の視聴、アンケート回答、受講証明書発行）を行っていただくことになります。 

  〇 住所又は勤務地（従事する危険物施設所在）が京都府内の方に限定されます。 

  〇 テキストの送料（レターパック等）をご負担いただく必要があります。 

 

 

 

 

  〇 最大の特色は、従来の対面集合講習と異なり、特定の日時に会場へ出向く必要がなく、インター 

ネットを通して、受講者が都合の良い日時にパソコン、タブレットで受講できる点です。機器や 

ネット回線等の条件、受講のための手続・操作も、それを可能にするためです。 

 会場に集合しないため、免状裏面への証明印ではなく、受講証明書が発行されます。（受講済み 

者が保持し、必要な場合に提示することになります。） 

  〇 講習動画は、給油取扱所と一般でコースが分けられるとともに、内容は偏りが少なく網羅的で 

す。また、必要な場合には反復学習できる仕組みが整えられています。 

    〇 オンライン講習では、受講者の皆様に必要な操作（受講者情報登録、コース選択、動画視聴、ア 

ンケート回答、受講証明書発行）を行って頂く必要があります。手続きの内容や操作を分かりやす 

いものにするとともに、受講手引（マニュアルやＦＡＱ[よくある質問]）が用意されています。 

オンライン講習とは  

受 講 す る に は 

メ リ ッ ト や 特 色 

http://www.netlearning.co.jp/about/index.html


 

項  目 オンライン講習 対面集合講習（従来型） 

 

講習内容 

・消防庁制作の保安講習動画を視聴 

・給油取扱所と一般でコース分け 

・消防庁の基準を満たす講習科目、講習時間 

・必要な部分の反復視聴が可能 

・専任講師の対面での講義 

・給油取扱所と一般を区別しない 

・同左（講義、ＤＶＤ視聴） 

 

受講日時 

受講会場 

・受講日時は、受講承認から１か月以内で自由

に選択（延べ 3時間、分割受講可） 

・場所は、機器、ネット環境のある中で自由に選

択（職場、自宅、その他） 

・視聴を確認する簡単なテストあり 

・特定の日時に会場に出向き、３  

 時間在席して受講 

・新型コロナ感染拡大防止措置の  

 順守 

 

受講条件 

・機器、ネット回線等が推奨環境を満たすこと 

・受講のための登録、操作の履行 

・勤務地又は住所が京都府内 

 

受講証明 ・受講証明書を発行、保持 

 （修了後に受講者ご自身が操作、印刷） 

・免状裏面に受講証明印 

     

 

 

 

問合せ；京都府危険物安全協会連合会 ☏075-415-0038 

kyo-fukiren@almond.ocn.ne.jp 

      

        

         

        

        

          

      
         

       

           

    

    

     

             
      

        

    

  

     

       

       

         

        

                                    

       

          
          
       

          
        

           
          

           
        

受  講  の  流  れ 


